
「異質」から学ぶ 

 

１．「異質」な物から学ぶ 

 右掲は、Ｆａｃｅｂｏｏｋの記事から学んだものです。昔、流行った 

言葉で表現すると「天地自然の理」という物がありますが、何事も 

進化し続ける必要があるのです。進化が止まると大自然界から 

駆逐されてしまうという大原則があるのです。これは、ビジネスの世界でも同じです。例えば、書道

という物も筆記具の進化で趣味の分野に追い込まれていますが、しかし、「筆」の業界でも勝ち残

るための努力をされている企業は、それなりのビジネスが可能になっていて、未来に向かって、新

しい突破口を見つける努力をたゆまなく継続されています。 

 このように、時代は進化して「代替品」がドンドン現れますので、今がよくても「時流適応」できない

と取り残されてしまうのです。トヨタは豊田自動織機から、スズキは鈴木紡績から誕生したと言われ

ていますが、本業が安泰な時に「次の時代」を開拓しているのです。トヨタの創業者である豊田喜

一郎が佐吉翁の指導で「一代一業」という家訓を残したのですが、自動車以外にトヨタホームにも

進出しましたが、これは先見性という点では薄いので大成功という訳には行かないようです。 

 このように、世の中には「成功モデル」が沢山あるのですが、なかなか、自分の物にできないのも

事実であり、最悪なケースでは事業継承すら出来ない状況にもなっています。しかし、中小企業

でも、発展の勢いがある会社様は、常に、新しい技術開発をされて、異分野のお客様を開拓され

て、ますます「オンリーワン」の世界に入っていますので、京セラの稲盛さんの「経営は土俵の真ん

中で」という言葉を実践されていて、良いモデルになっています。 

 

２．「同質」から学ぶ 

 例えば、同じ業界でも成功されている企業がおられます。多くの場合、「羨む」状態で終るので

すが、昨年４月に、ご紹介した『３つの「不」』（不足、不便、不満足）という「人材育成」の視点があり

ますが、これを尺度に「切り口」を見つける事がマネジメントの重要な職務なのです。 

参照：http://www.web-ami.com/siryo/276.pdf 

 「何故、〇〇社は繁盛しているのだろうか」と自問自答する事が重要です。よく、やる気のない者

は「言い訳を探す」と言われますが、「言い訳」ではなく、「突破口」を探して実践することが重要な

のです。このスタイルは、「同質から共感で学ぶ」という事なのです。これは、非常に重要です。「同

質」だけに、大きな差のように見えても「手がかり」は見えていている「ちょっとの差」（微差）なので

す。この「ちょっとの差」を本気で継続して「埋める」という根性を発揮できるか否かなのです。 

 右掲もFacebookに掲載されていた写真です。ある小学校の校 

長室の壁に掲示されている物だそうです。校長先生の教えは、 

僅か１％でも毎日継続すると、プラスならば、３７.８倍にも成長する 

し、マイナスなら０.０３と存在する意義が薄れた状態になるという 

事のようです。まさに、１％という「ちょっとの差」（微差）の重要性を 

小学生に数式で教えておられるのです。 

 実は、同質間の差は、校長先生のおっしゃる通りなのです。ほんの「ちょっとの差」を社員全員で

実践できていると大きく成長できるし、ちょっと手抜きを放置した状態ならば、いずれ「存在」すら薄

れてなくなってしまうのです。煎じ詰めれば「壁」にぶつかった際に、突破できる指導者がいるか否

かにかかっているのです。「ちょっとの差」とは、「今日、やるべき事を明日に回さない」というような

風土なのです。これは、上からの実践で出来る「風土」なのです。「ぬるま湯」の風土ならば、社員

「異質」な物から「発見」があり 

「同質」な物から「共感」がある。

          Ｆａｃｅｂｏｏｋの記事より  



さんは居心地は良いかもしれませんが、最後には、追い詰められてしまうのです。 

 

３．「戦略的互恵のコラボ」 

 今回のテーマは、「異質なものから発見」という事なのです。確かに、同質な世界から発見という

のは難しい面がありますが、異質な世界からは「発見」は新鮮であります。例えば、販売業の方が、

製造業から発見する事は、桁違いにハッキリと見えて、しかも、「欠如願望」の心理が働くので強く

新鮮に響くものがあります。（まぁ、人にもよりますが） 

 しかし、この「発見」を実践するには、自社（自分）が未体験ゾーンの事柄なので、実践しようとし

ても簡単には進まないのです。最近、製造業が売上不振から農業に進出というケースが増えてい

ますが、幾ら水耕栽培と言えども、蓄積したノウハウ（経験）がないので、成功するまでの「壁」は幾

重にもあって、突破するには根性が必要になります。興味深い事例では、近鉄が遊休土地を活用

して農業に進出しているそうです。保線という仕事を長年して来た方が、携わっているそうですが、

大変なご苦労と思います。 

 今、このように、「農業」という分野では、ガリバー的な存在が少ないので、チャンスがあると思わ

れますが、逆に、電気自動車は有力そうに見えますが、クルマの量産技術を持っており、販売網

を持っている既存のトヨタなどのメーカーが本格参入したら、その時点で、形勢は決まってしまうよ

うに思えます。町工場が「電気自動車」に取り組んでいるケースもありますが、量産も大量販売も自

前にない「欠乏願望」に陥ってしまいます。家電業界が電気自動車に参入するということも同様に

難しいですが、バッテリーという点では先行の利があるのです。それこそ、自動車メーカーと家電メ

ーカーの戦略的互恵関係を築く必要があるのです。コラボとは、こういう関係が望ましいですね。 

 

４．小さな会社の「異質」への挑戦 

 当社は、昨年７月１０日に「経営革新計画」承認企業になりました。経営コンサルタント会社が「業

務改善」を主軸に加えて、ニッチな分野のソフト開発を始めたのです。最初は、どこの会社でも必

要なグループウエア機能から始めています。営業日報を「製造日報」と考えて、それをデータベー

ス化して、「お客様」との関係を改善する支援ソフトなのです。 

 この最大の着眼点は、グループウエアと販売管理データとの連動なのです。今、時流になって

いるグループウエアは、セールスフォースやサイボウズなどに代表されるのですが、どれもクラウド

型なのです。自社の販売管理データと連動させる事は、不可能ではないでしょうが、価格も含めて

非現実的な状況です。 

 しかし、販売業が製造業と同じように「見える化」を進めると労働生産性は格段に向上すると期待

されるのです。どんな良い商品でも「売る」というパワーがなければ、真価を発揮できないのです。

そのキーは「お客様との関係性」なのです。この「関係性」を見える化および「当たり前基準」という

ルール化で営業活動の平準化を図ろうとするものです。お客様から見れば、同じリズムでコンタク

トが取れる事が重要なのです。製造業では「平準化」⇒「標準化」⇒「整流化」と進むのですが、販

売業も同じなのです。 

 まずは「型」にはめる事が重要なのです。それが「風土」のベースなのです。「プログラムのない

会社は社員任せ、お客様任せになる」と言われますが、プログラムしてバラバラな状態から脱出す

る事が、まず、必要で、その上で「個性化」と考えています。 

 

 

【ＡＭＩニュースのバックログはhttp://www.web-ami.com/siryo.hになれます！】 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


